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2世田谷区本庁舎等整備基本設計（案）　中間報告
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【４つの空間】

１.広場を中心と
した建物構成

２.交流空間の
つながり
３.ケヤキや池など
の豊かな外部空間

４.区民活動の舞台
となる区民会館

・下記の４つの空間に対し、現庁舎の空間特質要素」を抽出し、「継承」的な視点や「発展」的な視点で検討

①広場を中心とした建物構成
②交流空間のつながり
③ケヤキや池などの豊かな外部空間
④区民活動の舞台となる区民会館

現庁舎の空間特質
要素

継承する 発展する

■区民の活動の舞台「世田谷リング」

■基本的方針１　区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎

〇分棟型の建物を繋ぐ「世田谷リング」によって全体として一体感をもたせ、
区民利用の多い１、２階の機能的な連携を図るとともに、区民交流拠点を集約し、
区民が訪れやすく、利用しやすい構成とします。
①中央の広場を囲むように本庁舎・総合支所・区民会館をリング状にバランスよく配置し、
　低層階における区民交流機能・区民協働拠点の集約により、来庁者の交流活動を促進
②東西南北の各方面に緑・広場・ピロティを配置し、どの方角からも自由に行き来が可能な、
　地域とのつながりを意識した計画
③議会部門は、独立性とセキュリティを確保しつつ、区民に開かれた議会、区民自治の意識を高める構成

■基本的方針２　区民の安全・安心を支える防災拠点となる庁舎

〇防災性・連携性・可変性に配慮した計画とし、災害対策施設としての機能向上を目指します。
①広域避難場所の「国士舘大学」をはじめとした、周辺施設との災害時の連携を踏まえた配置計画
②災害対策施設に転用可能な低層階の区民利用スペース

〇安全性を最優先とした建替計画とします。
①区の業務継続性能を最優先とした耐震性能の確保と工事中の災害対策機能の継続

〇広場を中心とした低層型庁舎とリングテラスで、安全性を強化した計画とします。
①リングテラスによる避難動線の分散
②避難動線が短縮化できる低層型庁舎

■基本的方針４　機能的・効率的で柔軟性の高い庁舎

〇シンプルかつ効率的な配置計画とし、執務空間を低層に配置し、将来の変化にも対応しやすいフロア構成とします。
　①上下移動が少ない低層型庁舎
②広くまとまりのあるフロア構成
③多様な働き方に対応できる柔軟性の高いオープンな執務空間

■基本的方針５　環境と調和し環境負荷の少ない持続可能な庁舎

〇外壁の構成など建築上の工夫によるエネルギー消費量の低減や、中間期における自然換気システムなど自然エネルギー
の活用により、環境負荷が最小となる庁舎とします。
①環境負荷を最小化できる低層型庁舎
②中間期の心地よい風が通り抜ける快適な庁舎
③災害時にも活用可能な省エネルギー設備の導入
④周辺の自然資産を把握し、その恵みである生態系を身近に感じられる自然共生型の外構

■基本的方針３　すべての人に分かりやすく、利用しやすい、人にやさしい庁舎

〇すべての方向からのアプローチ動線を確保します。
　①既存の東、南、北のアプローチ動線は継承し、新たに西側にアプローチ動線を計画
②段差のある西側アプローチは、エレベーターを設置でユニバーサルデザインに配慮

〇広場を中心に区民利用スペースを設けた分かりやすい施設構成と「リングテラス」による東西連携で横つながりの
　使いやすい庁舎とします。
　①広場・リングテラスから全棟が見渡せ、東西に繋がりを持った、来庁者、職員ともにわかりやすく連携のとりやすい配置
　②広場を中心に低層階に区民窓口、区民交流機能・区民協働拠点を集約し、来庁者が訪れやすく利用しやすい設え
③東西を結ぶ「リングテラス」により区民利用の多い１、２階がすべてつながり、目的の場所に最短でアプローチ可能

〇区民会館ホールを保存・再生し、東側道路からのアプローチや広場の構成を含めて、
現庁舎等の空間特質の特徴を継承します。


